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琉球方言では，先島（宮古・八重山）が〔自
称／対称〕，沖繩が〔近称／遠称〕の一元的二
極関係構造を示すのに対し，共通語は,まず〔自
称／対称〕の一次的対立関係があり，そのうえ
にさらに〔近称／遠称〕の二次的対立関係があ
るような二元的二極関係構造を示す。そして，
琉球方言・共通語ともに，その体系の基底には
自他の二極関係構造が存しているという点にお
いては共通している。
このように，琉球方言をも含めて代名詞の体
系を考察してみると，従来のコソアを対等に，
平面的に並列するような体系の示し方は適切で
なく，やはり自他の二極関係構造で，重層的・
立体的に示した方がより妥当であると考える。
９注３の文献１２１頁
１０日本古典文学体系「万葉集』（岩波）
による。
Ｕ鈴木孝夫『ことばと文化』（昭和48年岩
波）
１２注11の文献
１３拙論「奈良時代の人称代名詞について」
（〔都大論究〕第10号昭和47年東京都
立大学国語国文学会「琉球方言における
人称代名詞」（〔琉球の方言４〕昭和53年
法政大学沖繩文化研究所）「アガーミ意識
とワッター意識」（〔琉球の方言５〕昭
和54年法政大学沖縄文化研究所）
以上の他，次の文献も参考にした。
服部四郎「意味」（『岩波講座哲学言語』
（昭和46年）
山口佳紀「体言」（『講座日本語６文法１」
（昭和51年岩波）
注１岡村和江「代名詞とは何か」（『品詞別
日本文法講座名詞・代名詞』昭和47年
明治書院）101頁
２高橋太郎「『場面』と『場』」（〔国語
国文〕第25巻第９号所載。昭和31年）なお，
この高橋論文も，永野賢「言葉の使い分け
に関する基本問題」（〔国語と国文学〕昭
和24年３月号），「相手という概念につい
て」（〔国語学〕第９輯）に基いている。
３井手至「代名詞」（『続日本文法講座』
昭和33年明治書院）
４三上章『現代語法新説』（昭和30年）
179頁
５池上秋彦「代名詞とは何か」（「講座日
本語の文法』３昭和42年明治書院）
６注１の岡村論文
７大野晋『日本語の文法を考える』（昭和
５３年岩波）１５２頁
８注７の文献７４頁
－１６０－
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